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牛田：市民の多くは、12 月までに新たな候補地が

選定されると認識していたが間違いないか。 

答弁：新谷区の説明会では、１２月までに候補地の目 

途をつけるという趣旨の説明をした。その後の 

苗木地区区長会で「半年、長くても１年のうちに 

苗木の地を引き続き候補地として検討を進め 

てまいりたい。」と説明した。 

牛田：新たな場所は、苗木地区以外も視野に入れて 

建設する方針か。 

答弁：令和４年夏頃までに苗木地区における候補地 

が具体化できない場合には、苗木以外の地区 

も含めて検討することになる。 

 新火葬場の建設は、新谷区のご理解を得て建設が

進むと思われましたが、残念な結果となりました。 

 １２月定例会の一般質問の質疑応答（抜粋）をご

紹介します。 

牛田：新谷区候補地を断念した理由を伺う。 

答弁：１点目は、近隣の方に対する対応の不十分さ 

から、同意を得られなかった。 

２点目は、地形の関係や事業計画を詳細につ 

める中で、敷地造成や道路建設など建設経費 

が想定よりも高額となった。 

牛田：6 月の新谷区の説明会で 12 月までに新た 

な候補地を探すことができるのか、体制を評 

価し、１つのプロジェクトチームとしてやっ 

ていくことを約束すると言われていました。 

体制をどのように評価し、取り組んで行く 

のか。 

答弁：新斎場建設準備室については、現状・課題等に 

ついて地域との情報共有が不十分であったと

評価し、地元役員と必要に応じて情報共有をし

っかり図っていく。 

体制につきましては、現行の新斎場建設準備

室において引き続き斎場建設の適地選定に向

け様々な調査（インフラ環境・地権者）をしっかり

と進めている。 

今後、地元役員との協議等により候補地が絞り

込まれた時点で、地元調整等をしっかりと進め

られるよう、人員体制を整える。 

１月 1 日（土）八幡神社）元旦祭 

１月 5 日（水）中津川市消防出初式 

１月１１日（火）議員連絡協議会（web） 

１月１４日（金）連合岐阜）議員団会議 

１月１８日（火）議会運営委員会 

１月２９日（土）８区役員会 

 新谷区での建設が不調に終わり、５回断念する

形となり、今までの経験（ノウハウ）が活かされて

いたのか疑問に思います。これまで４回断念した

理由は地元の反対でした。一方、５回目は、新谷区

が受入れを表明され、絶好の機会がめぐってきま

したが、近隣の方に対する対応の不十分さから同

意を得られなかったとのことです。 

 平成 19 年、多くの問題を抱えた火葬場を集約 

し、市民ニーズにあった明るく近代的で効率のよ 

い施設を整備します。と公表されて 14 年が経過 

しました。市民からは、「建設する気があるのか、

５回もミスしたら民間では通用しない」等の厳し

い意見を踏まえ一般質問で提言しました。引き続

き、早期建設に向けて取り組んでまいります。 

市政への意見・要望・地域の 

問題等、お気軽にご相談下さい。 

 「３密を避けよう」 

携帯電話：090-5873-5152 

E メール：ushida@takenet.or.jp 

市民と議会の対話集会を開催しました。 

 新型コロナウイルス感染症対策として中止していた対話 

集会を２年ぶりに開催しました。 

 今回は、各常任委員会に関連する団体等との対話集会と 

し、オンライン形式や少人数で開催しました。 

総務企画委員会：移住定住の現状と課題について 

文教民生委員会：文化財の現状と課題について 

産業建設委員会：観光の現状とアフターコロナに向けて 

私が所属する産業建設委員会について報告します。（抜粋） 

《コロナ禍での観光の現状》 《観光資源の掘り起こし磨き上げ》 

 新型コロナウイルス感染症は、新たなオミクロン株の感染が広がり、収束の気配は依然感じられ

ない状況です。12 月定例会の一般質問では、日頃の行政運営に対し民間が意識している「品質・

価格・納期」に置き換え、事業の進め方や課題に対する取組みと人手不足に加え、新型コロナウ

イルス対策や自然災害対応等の業務が増加している職員アンケートの意見を元に職員の労働環境

（現状）と中津川市の対応状況を確認しました。 

苗木新谷地区は断念！ 新火葬場は、いつどこにできるのか～ 

7 月の行事 

市民と議会の対話集会（産業建設委員会） 

活動紹介 

新型コロナウイルス感染症対策について質問（2021/9/28） 
・第５波の教訓を活かし、

自宅無料検査の拡充を提案
・５歳から 11 歳の子供たちへの

ワクチン接種の検討を要請
・飲み薬タイプの治療薬の早期開

発提供に向けた国の支援を要請

はまぐち誠 
公式サイト

付 知：コロナで団体客がほぼ消え全て減収した。 

野外での家族単位の利用は平年並み。 

やさか：坂下花馬まつりが２年連続で中止となり、 

事業継承が難しくなっている。 

中津川：マロンパーク（指定管理施設）は、コロナ 

の影響で開園中止との指示があり、1600 件 

の予約が無くなった。 

馬 籠：馬籠は観光地のため、コロナによって 2 年 

近くダメージを受けており、かなり厳しい。 

加子母：コロナで明治座に団体バスが来なくなった。 

蛭 川：宿泊施設・ゴルフ・遊園地等があるが、過 

去のリーマンショックとは比較にならない 

ほどの甚大な影響を受けている。 

●中津川観光協会の一本化 （情報発信・連絡）
●情報発信基地：きりら坂下

（スマートインター完成後）
●プロモーションビデオ制作
●観光人材の育成
●宿泊施設の充実
●観光項目の研究

◆市の柔軟な対応

◆お金を落とす仕組み作り

◆観光→農業→移住政策

◆観光振興の強化（人材育成等）

◆プロモーションビデオ企画～制作

◆観光消費額等の見える化

上記の内容を提言につなげたいと思います。

《まとめ：牛田の所見》

参議院議員 
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12 月定例会の議案                            12 月定例会の議案 
 

《条例・その他》 

1．中津川市税条例の一部改正について 

2．中津川市都市計画税条例の制定について 

3．中津川市土地開発基金条例の廃止について 

    平成２０年度以降、土地開発基金で土地の新規取得はなく、今後も取得見込みがないため。 

  基金の現状（令和３年４月１日現在） 

  現金：696,157,049円 土地：903,632,453円（159筆：134,343.32㎡）合計：1,599,789,502円 

4．地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律に係る中津川市固定資産税の

特例に関する条例の一部改正について 

5．中津川市小学校及び中学校の設置等に関する条例の一部改正について 

  下野小学校、福岡小学校及び高山小学校を統合 

6．中津川市認定こども園の設置等に関する条例の一部改正について 

  認定こども園として「山口こども園」を加える。 

7．中津川市国民健康保険条例の一部改正について 

  出産育児一時金の額を「４０万４千円」から「４０万８千円」に４千円引き上げる。 

8．市道路線の認定について 

  濃飛横断自動車道路整備事業に伴い、一般県道苗木恵那線を市道に認定し一貫した道路管理をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9．市道路線の変更について 

10．市道路線の廃止について 

11．指定管理者の指定について （指定期間：令和４年４月１日～令和７年３月３１日） 

 

《補正予算》 

１．新型コロナウイルス感染症対策 

●新型コロナウイルスワクチン追加（3回目）接種体制を整備・・307,691千円 

  接種券の印刷、集団接種会場の運営、コールセンターの設置等の体制を整備 

●指定管理施設の維持経費・・25,247千円 

  ふれあい牧場・川上キャンプ場・裏木曽花街道センター 

●交通事業者等を支援・・19,337千円   

交通事業者等支援事業補助金/明知鉄道経営支援事業補助金 

●時短要請の協力事業者へ協力金を支給・・27,550千円 

 岐阜県からの営業時間短縮要請に協力した事業者へ岐阜県が支給する協力金のうち、5％を中津市が負担 

●小中学校の感染症対策用品を購入・・1,608千円 

 二酸化炭素測定器・固定型非接触温度計等 

●放課後児童クラブの感染症対策用品を購入・・8,800千円 

●寄附金を活用し備品を購入・・462千円 

 明治安田生命保険相互会社様：乳幼児健診用フロアーマット 

●市民病院の薬品と診療材料を購入・・131,000千円 

 高度医療・新型コロナウイルス感染症薬品と診療材料 

２．国・県補助金等を活用しての事業実施 

●診療所（歯科）の歯科ユニットを更新・・18,889千円 

加子母歯科/蛭川歯科：歯科ユニット各2台 

●スマート農業技術導入に補助金を交付・・4,889千円 

 GPS誘導直進キープ田植機２台 

自動操舵システム（トラクター装着用）１式 

●児童手当の制度改正に伴いシステムを改修・・1,406千円 

●市民病院の医療機器を購入・・9,020千円 

 人工呼吸器・患者監視装置 

３．緊急対応が必要な事業 

●土地開発基金の廃止に伴い土地を買い取り・・1,266,402千円 

●土地開発基金の廃止に伴い他の基金へ積み立て・・1,600,000千円 

●にぎわいプラザの地下汚水ポンプ取替え・・528千円 

●道の駅賤母の合併処理浄化槽の蓋を改修・・3,938千円 

●図書館の図書に IC タグを貼付・・5,948千円 

●前田青邨の絵画を購入・・2,250千円 

  楽翁（双福）・・1,400,000円 

  川魚・・650,000円 

   竹取物語 下巻４段（下図）・・200,000円 

●小学校、保育園の遊具を修繕・・3,648千円 

●第二中学校の屋内消火栓の配管を改修・・3,135千円 

●山口幼稚園のこども園化に伴う施設整備等を実施・・3,094千円 

 施 設 名 指 定 先 

１ 中津川市デイサービスセンターひだまり苑 医療法人 みらい 

２ 中津川市付知デイサービスセンター 社会福祉法人 中津川市社会福祉協議会 

３ 中津川市蛭川福祉センター  

社会福祉法人 中津川市社会福祉協議会 ４ 中津川市蛭川デイサービスセンター 

５ 中津川市蛭川ショートステイ事業所 

６ 中津川市坂下交流促進施設 坂下商業開発協同組合 

楽翁（双福） 

川魚 

竹取物語 下巻４段（下図） 
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